
次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
　
　
23
人
が
一
般
質
問
　
市
政
の
〝
そ
こ
〞
を
問
う
！
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問
　
横
川
地
区
の
生
活
道
路

に
つ
い
て
、
非
常
に
危
険
な

状
態
に
あ
る
次
の
２
か
所
を

早
期
に
改
良
で
き
な
い
か
。

｟
１
｠
県
道
紫
尾
田
牧
園
線

正
牟
田
集
落
、
柿
ノ
木
集
落

を
結
ぶ
区
間
。

｟
２
｠
県
道
十
三
谷
重
富
線

の
横
伏
敷
か
ら
木
浦
に
向
か

う
区
域
の
急
カ
ー
ブ
が
あ
る

未
整
備
区
間
。

答　

令
和
３
年
度
に
は
横
川

地
区
を
含
む
18
路
線
の
39
か

所
を
県
に
要
望
し
て
い
る
。

県
に
よ
る
と
、
質
問
の
２
か

所
に
つ
い
て
は
、
整
備
中
の

事
業
箇
所
の
進
捗
状
況
や
優

先
度
等
を
ふ
ま
え
、
検
討
す

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
引
き

続
き
県
に
要
望
し
て
い
く
。

子
ど
も
会
の
会
員
減
少
に
ス

ト
ッ
プ
を

問　

会
員
数
が
減
少
し
て
い

る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
の
か
。

答　

子
ど
も
会
の
会
員
減
少

は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
の
子
ど
も
会

の
実
情
と
運
営
方
針
を
尊
重

し
な
が
ら
、
加
入
促
進
に
努

め
て
い
く
。

　

人
間
の
活
動
の
結
果
と
し

て
二
酸
化
炭
素
を
大
量
に
排

出
す
る
こ
と
が
、
世
界
中
の

異
常
気
象
｟
熱
波
、
大
雨
、

干
ば
つ
｠
に
影
響
を
及
ぼ
し

て
お
り
、
今
後
、
異
常
気
象

の
頻
度
や
強
度
が
増
大
し
て

い
く
と
さ
れ
て
い
る
。

問
　
地
球
温
暖
化
対
策
の
現

状
認
識
は
。

答　

政
府
は
、
二
酸
化
炭
素

の
「
排
出
」
と
「
吸
収
」
を
「
実

質
ゼ
ロ
」
に
す
る
「
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
を
今
後

の
成
長
戦
略
の
一
つ
に
掲

げ
、
経
済
を
変
革
し
産
業
構

造
の
大
転
換
と
力
強
い
成
長

を
も
た
ら
す
も
の
と
位
置
付

け
て
い
る
。
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
の
約
６
割
が
「
衣
・

食
・
住
」
を
中
心
と
す
る
「
生

活
」
に
起
因
し
て
お
り
、
脱

炭
素
に
向
け
て
、
一
人
一
人

が
日
々
の
生
活
の
中
で
地
球

温
暖
化
対
策
を
実
施
す
る
こ

と
が
重
要
な
こ
と
と
考
え

る
。

問　

国
が
募
る
「
脱
炭
素
先

行
地
域
」
を
目
指
す
事
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

答　

現
段
階
で
は
、
厳
し
い

要
件
が
あ
り
応
募
は
難
し
い

と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
本

市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
方

向
性
や
環
境
基
本
計
画
に
お

け
る
脱
炭
素
に
向
け
た
考
え

方
を
整
理
し
な
が
ら
、
脱
炭

素
先
行
地
域
へ
の
応
募
の
メ

リ
ッ
ト
等
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

問
　
霧
島
農
業
振
興
地
域
整

備
計
画
書
に
記
載
さ
れ
て
い

る
農
用
地
区
域
で
あ
り
な
が

ら
、
長
年
、
農
用
地
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
な
い
土
地
を

把
握
し
て
い
る
か
。

答　

当
該
地
区
の
約
１
４
１

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、
約
31

ヘ
ク
タ
ー
ル
が
耕
作
さ
れ
て

い
な
い
遊
休
農
地
で
あ
る
。

問　

遊
休
農
地
の
利
活
用
策

を
積
極
的
に
検
討
し
、
隼
人

港
周
辺
整
備
を
推
進
す
る
べ

く
、
こ
の
よ
う
な
土
地
を
、

農
用
地
区
域
か
ら
除
外
で
き

な
い
か
。

答　

国
や
県
の
方
針
に
基
づ

き
、
計
画
の
見
直
し
や
農
用

地
区
域
の
設
定
に
関
し
て
検

討
す
る
。

隼
人
港
船
着
場
の
整
備
を

問　

隼
人
港
の
船
着
場
使
用

管
理
問
題
を
把
握
し
、
解
決

に
取
り
組
め
な
い
か
。

答　

船
着
場
使
用
管
理
に
問

題
が
あ
る
こ
と
は
把
握
し
て

い
る
。
引
き
続
き
、
管
理
者

で
あ
る
県
と
の
情
報
共
有
を

図
り
、
船
着
場
の
適
正
な
使

用
管
理
に
つ
い
て
市
と
し
て

も
協
力
し
て
い
く
。

塩
井
川  

公
子 

議
員

今
吉
　
直
樹  

議
員

植
山
　
太
介  

議
員

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問
　
地
域
で
の
要
望
を
も
と

に
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
乗
降
場

所
を
、
買
い
物
先
・
病
院
近

く
に
で
き
な
い
か
。

答　

多
様
化
す
る
地
域
住
民

の
移
動
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対

応
す
る
た
め
に
は
、
ふ
れ
あ

い
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
交
通
等

の
運
行
に
よ
る
移
動
手
段
の

維
持
確
保
の
み
な
ら
ず
、
医

療
機
関
・
商
業
施
設
内
へ
の

停
留
所
の
設
置
や
、Ｊ
Ｒ
・

路
線
バ
ス
の
乗
り
継
ぎ
の
円

滑
化
な
ど
、
地
域
公
共
交
通

の
「
質
」
の
向
上
が
重
要
で

あ
る
。
令
和
３
年
10
月
か
ら

実
証
運
行
を
開
始
し
た
「
は

や
と
循
環
ワ
ゴ
ン
」
は
、Ｊ

Ｒ
隼
人
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
や

Ａ‐

Ｚ
は
や
と
敷
地
内
に
停

留
所
を
設
置
し
、
住
民
の
移

動
ニ
ー
ズ
を
ふ
ま
え
た
取
組

と
し
た
。
今
後
も
運
行
車
両

の

小

型

化

や
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ

｟
マ
ー
ス
｠・
Ａ
Ｉ
な
ど
の
デ

ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
運
行
に

つ
い
て
調
査
研
究
を
行
う
な

ど
、
地
域
公
共
交
通
の
更
な

る
利
便
性
の
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
地
域
の
生
活
用
道
路
の
整

　

備
に
つ
い
て

問
　
地
区
別
の
高
齢
化
率
は

ど
う
か
。
ま
た
、
高
齢
化
対

策
を
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
る
か
。

答　

高
齢
化
率
は
、
左
記
の

と
お
り
。｟
令
和
４
年
１
月

31
日
時
点
｠

対
策
と
し
て
、「
地
域
の
ひ

ろ
ば
推
進
事
業
」「
い
き
い

き
チ
ケ
ッ
ト
支
給
事
業
」「
地

域
生
活
配
食
事
業
」「
地
域

見
守
り
支
援
事
業
」
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

本
市
の
森
林
対
策
は

問　

森
林
面
積
は
い
く
ら

か
。
ま
た
、
皆
伐
を
多
く
見

か
け
る
が
、
そ
の
後
の
指
導

は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る

か
。

答　

森
林
面
積
は
４
万
８
１

３
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
国
有
林

７
千
３
８
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

民
有
林
３
万
３
千
４
２
６
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。
ま
た
、

伐
採
を
行
う
場
合
、
事
前
に

「
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林

の
届
出
書
」
を
市
に
提
出
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ

の
後
は
、
巡
視
員
等
に
よ
り

届
出
箇
所
の
巡
回
を
行
っ
て

お
り
、
必
要
に
応
じ
て
所
有

者
等
に
指
導
を
行
っ
て
い

る
。

問
　
富
隈
小
学
校
の
改
修
予

定
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　

今
後
、
施
設
の
屋
上
防

水
、
外
壁
改
修
、
内
装
の
木

質
化
な
ど
建
物
全
体
の
長
寿

命
化
改
修
を
予
定
し
て
い

る
。

問　

富
隈
幼
稚
園
の
運
営
の

方
向
性
は
ど
う
か
。

答　

民
営
化
の
検
討
を
進
め

て
い
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
あ
る
た
め
、
当
分
は
公

立
幼
稚
園
と
し
て
運
営
を
継

続
し
た
い
。
敷
地
利
用
に
関

し
て
は
、
小
学
校
と
の
一
団

の
土
地
で
あ
る
こ
と
を
基
本

と
し
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

関
係
機
関
の
さ
ら
な
る
連
携

で
特
別
支
援
教
育
の
充
実
を

問　

学
校
と
障
害
児
通
所
支

援
事
業
所
の
連
携
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

答　

一
人
一
人
の
特
性
に
合

わ
せ
た
指
導
・
支
援
が
必
要

で
あ
り
、
福
祉
機
関
と
の
連

携
は
不
可
欠
で
あ
る
。
教
育

委
員
会
で
は
学
校
の
管
理
職

研
修
会
や
、
特
別
支
援
教
育

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
修
会

で
、
連
携
を
強
化
す
る
よ
う

指
導
し
て
い
る
。

有
村
　
隆
志  

議
員

下
深
迫  

孝
二  

議
員

德
田
　
修
和  

議
員

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

県道十三谷重富線未整備区域はやと循環ワゴン

隼人港船着場の現状

※

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
（
マ
ー
ス
）
と
は

「M
obility as a Service

」
の
略
。

従
来
の
交
通
手
段
等
に
、
自
動
運
転

や
AI
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
を
掛
け
合
わ
せ
た
、
次
世
代
の

交
通
サ
ー
ビ
ス

※

富隈幼稚園


